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北大水産業報
51(3)， 127-134， 2000. 

オオセグロカモメの水田におけるオタマジャクシ捕食について

小城春雄1)・高橋奈々江2)・関川 東明3)

Predation by Slaty-backed Gulls on Tadpoles in Rice Fields 

H町uoOGI， Nanae TAKAHASHI組 dToumei SEKlKAWA 

Abstract 

To de七ermineif sl抗y-backedgulls (Lα円柑 sh命倫勾山)prey on tadpoles in七heri田 fields
at Chih副e，Shimamaki Village， Srurib剖 hiDistricも， Hokkaido， aもotalof 25 gulls were culled 
using a sho七gunduring 16~25 June 1999. Nine ofぬ.egulls had fed on tadpol剖. Inぬ1S
village， sla七，y-b郁 kedgulls began七ofeed on七回polesin七heri朗自.eldsin 1994 after the 
Hokkaido Southwest Earthquake， wruch occurred on 13 July 1993. 
The number of gulls七hatflyωthe rice自eldsjusもafterrice planting ha.s incre副 edy'蜘
by year. The凶dpole-feedingbehavior ofぬ.egulls inもherice fields at Chiha.se s田med七obe 
transmi的edfrom gulls with切，dpole-feeding-experienceto other gulls wi七houももadpole-
f明ding-experien田.

Key words: Tadpol田， Rice field， Feeding habi七， Slaty-Backed gull， Hokkaido 

はじめに

北海道後志管内，島牧村，千走(ちはせ)の水田地帯に毎年6月初旬の稲の田植え終了後になる

とオオセグロカモメ (La仰 sshistお勾山)が群で飛来し，オタマジャクシを捕食するため水田内を

歩き回り，活着期間中の早苗が倒されたり，折れたり，根が露出してしまい，その後の稲の成育

が阻害され実が入らないという農業被害が生じた。オオセグロカモメの水田への飛来は 1994年に

始まり，以後年々飛来数が増加してきた。そのため 1999年に島牧村役場はオオセグロカモメの有

害鳥獣駆除申請を環境庁に行ない，許可を得て 25羽を銃器により捕獲した。本報では，オオセグ

ロカモメの水田内におけるオタマジャクシの捕食の証拠を見出すため，駆除個体の胃内容物の解

析を行なうとともに，オタマジャクシの捕食が島牧村周辺に生息するオオセグロカモメ集団内に

伝播して行く可能性について論議した。また，オタマジャクシが鳥類の餌項目として多くの種に

利用されている事実を知るため，文献よりオタマジャクシの捕食鳥類種を調べた。なお，抱卵斑

による繁殖鳥の判定，および雌雄聞の外部形態計測値の比較も行った。
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材料と方法

本研究に用いたオオセグロカモメ 25羽の駆除日は， 1999年6月16日より 6月25日までの期

間である。駆除日と駆除数は 16日に 1羽， 17日に 4羽， 18日に 2羽， 19日に 8羽， 21日に 2羽，

22日に 3羽，そして 25日に 5羽であった。オオセグロカモメを駆除した水田は，海岸線より 800

m以内の千走(ちはせ)}I1河口近辺の水田に限定されていた。得られた個体は直ちに凍結し，島牧

村役場の職員によりまとめられ北海道大学大学院水産科学研究科へ送付され，解剖日まで 20
0

0 

度で保管した。

外部形態計測と記録は解剖室で凍結試料を解凍後，体重(胃内容物重量を含まない)，瞬峰長，自

然翼長，附眠長，尾長，肝臓重量，生殖腺重量，雌雄判別，抱卵斑の有無等について行なった。非

繁殖鳥は，羽毛や鳴の色(氏原・氏原， 1992) から勝化後 1 年固までを幼鳥，そして 2~3 年固ま

でを亜成鳥と区分した。解剖時には胃袋を摘出し10%のホルマリン溶液に保存した。
胃内容物については主要な餌生物を5項目に分類し，重量を計測した。餌となっていた生物の

個体数が計数できる場合は記録した。また，消化物より餌生物種が判る場合は，種査定を試みた。

特にオタマジャクシについては，各オオセグロカモメが捕食していた匹数を計数した。カエルの

学名は，前田・松井 (1990)に従った。オタマジャクシの種査定は消化が進みできなかった。

上記の餌項目の他に，餌生物の消化後でも残存する耳石，イカの口器，そしてパイカ現象によ

り取り込んだ小石，プラスチック類等についても記録した。

結 果

オオセグロカモメの形態学的特性

オオセグロカモメの雌雄別の形態学的測定結果と平均値の差の統計学的比較を T油le1に示し

た。生殖腺重量を除く全ての形態値の比較では，雄が雌より大きくかっ有意差が見出された。抱

卵斑の有無から，雄で2羽，雌でI羽が幼鳥であった他は全て繁殖中の個体と考えられた。また，

橋本 (1979)，Watanuki (1998)，高橋ら (1999)の報告より駆除期間である 6月15日より 6月25

日の聞は，オオセグロカモメの卵の醇化期とほぼ一致していた。

胃内容物から見たオオセグロカモメの食性

雌雄別および発育段階別に分けた胃内容物の湿重量組成を Table2に示した。雄では全体で魚

類が79.7%と最も多く捕食され，以下オタマジャクシ (20.2%)，昆虫類 (0.1%)，魚卵 (0.04%)で

あった。一方雌では，魚卵が62.0%で，以下オタマジャクシ (29.0%)，魚類 (8.4%)，イカ類

(0.6%)，昆虫類 (0.03%)であった。雄は魚類とオタマジャクシが全体の 99.9%を占めていたのに

対し，雌では魚卵とオタマジャクシで全体の 91%を占めていたことから，雌は雄よりも小型の餌

生物を捕食している傾向が窺えた。雌雄共にオタマジャクシの捕食順位は2位であり，他の食物

項目の殆どは水田では得られないことから，オオセグロカモメの水田への飛来はオタマジャクシ

の捕食が目的であると考えられた。

雌雄別に空胃数を見ると雄は 12羽中4羽 (33.3%)なのに対して，雌は空胃個体は無かった。

発育段階別に見てみると，雄幼鳥 1羽は魚類の脊椎骨が数個胃中から出現したが，雌幼鳥1羽

の胃中からはオタマジャクシ 1匹とその消化物が僅かに見出された。亜成鳥は雌1羽で，魚卵だ

けを専食していた。

← 128 



小城:オオセグロカモポの水田におけるオタマジャクシ捕食

Tab1e 1. Morpho1ogica1 mea.sureme凶 da旬。fslaty-b邸 kedgulls. 

Fema1e (N二 13) Ma1e (N=12) 
Comparison betw田n
sexes 

I七em
A verage:t SD A verage:t SD t七部七

Range R岨 ge P 

Body WE) elgM 1，230土132 1，390:t 140 
(g 1 ，055~1 ，490 1 ，131~1，640 2.945 0.0073 

Wing Sp岨 1，392土54 1，439:t28 
(=) 1 ，295~1，475 1 ，395~1，478 2.707 0.0126 

Wing Length 411:t 14 427:t 15 
(=) 386~442 400~462 2.845 O.∞92 

Culm(m mmL) ength 57.66:t2.92 61.17土1.94
51.79~62.∞ 58.1O~65.48 3.507 0.0019 

T町sa(mlmI4m) g七h 64.15土3.43 67.82:t 3.62 
6O.03~71.82 61.02~72.34 2.603 0.0159 

Tml (mLmen) gth 178:t6 184土7
167~188 172~194 2.406 0.0245 

Liver Weigh七 34.70:t6.46 41.52:t 8.35 
(g) 25.95~49.74 32.86~61.65 2.299 0.0309 

Gonad W:) eight 0.99:t0.96 0.53:t0.51 
(g 0.15~3.85 0.û7~1.66 

Tab1e 2. Weigh七percentagesof stom郎h∞n七enお ofsl叫y-b邸:kedgulls by sex and growth stage. 

Weighもperωntage(%) Tota1 s七omaιh
Sex Gro帆 :hs七age(n) ∞nもenぉ weight(g) Tadpo1田 Fish Fish eggs Squid Ins田七s

Adu1t (7) 20.2 79.7 0.04 O 0.1 52.5 

Ma1e Juveni1e (1) 。 100 。 。 。 O.∞3 
Combined (8) 20.2 79.7 0.04 O 0.1 52.5 

Adu1七(11) 33.9 10 55.4 0.7 0.04 97.4 

Fema1e Juveni1e (1) 1∞ 。 。 O O 0.4 

Subadu1七(1) O 。 100 。 。 17.3 

Combined (13) 29.0 8.4 62.0 0.6 0.03 115.0 

All combined (21) 26.2 30.8 42.6 0.4 0.04 167.5 

オタマジャクシの捕食について

オタマジャクシを捕食していたオオセグロカモメの羽数と 1羽当りの最大捕食匹数は，雄で4

羽 (33.3%)，34匹(範囲:5~34 匹)，そして雌では 5羽 (38.5%)， 59匹(範囲:1~59 匹)で

あった。 Gosner(1960) はカエル類の卵より変態期までの発育段階を 1~46 期に分類したが，この

基準によればオオセグロカモメの胃中より出現したオタマジャクシの発育段階は勝化直後の外線
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が消失した 25期から前肢が発達する変態期前期の 32期までの範囲内にあったと考えられた。竹

中(私信)によればこれらオタマジャクシは，ニホンアマガエル (Hylajap側 ica).あるいはエゾ

アカガエル (Rana戸rica)であるが，前者の可能性が高いと指摘した。残念ながらオタマジャク

シの種判別は査定形質が殆ど消化されていたため不可能であったが，翌年の2000年6月28日に

島牧村千走のオオセグロカモメが飛来した水田で採取したオタマジャクシは全てニホンアマガエ

ルの幼生であった。

成長段階別にオタマジャクシの捕食量を見ると幼鳥や亜成鳥等の非繁殖鳥は極めて少なかっ

た。

胃内容物残潰

胃内容物の残澄として見出されたのは以下の項目で，括弧内には各項目が出現した胃数と全胃

数に対する割合をパーセントで示した:魚類の耳石 (2胃.12%).海藻の破片 (10胃.40%).イ

カ類の口器 (5胃.20%).プラスチック製品の破片 (2胃.8%).小石 (5胃.20%).陸上植物の

破片 (3胃.12%).ウニの殻 (1胃.4%).そして釣糸(テグス)・漁網・ロープ等の化学繊維の細

片 (10胃.40%)であった。この内プラスチック製品や化学繊維の細片と言ったプラスチック類

は.25羽中の 12羽 (48%)の胃中から見出された。

考 察

沿岸性のカモメ類では外部形態に雌雄差があり，野外調査での雌雄別の繁殖行動や生態を調査

する上で，主に頭部の外形から性別判定が試みられている (Mawhinneyand Diamond， 1999; 

Coulson的乱L，1983; Fox e七品1.， 1981)。オオセグロカモメでも形態学的に雌雄差が見出され，生

活史の中での渡り，索餌，そして繁殖等における行動に雌雄差が生じている可能性が指摘されて

いる (Waぬnuki，1998)。オオセグロカモメと近縁な種であり，我が国では同所的に繁殖するウミ

ネコ (Laruscr，ωsirostris)においても，体重，鴫峰長，酎蹴長，尾長等の形態値において雌雄差が

見出され(成田.1975).なおかつ食性も雌雄差が見出されている(高橋.2∞0)。
カモメ類の水田への飛来による早苗の踏み倒しによる農業被害は記録には残っていないもの

の，繁殖地周辺の水田ではしばしば生じていたようである。第二次世界大戦以前の水田への肥料

として魚粕と落ち葉を混ぜて発酵させた堆肥を水田に撒くため，その中に昆虫類の成虫や幼虫が

多く含まれていた。これらの昆虫類を求めてカモメ類が水聞に飛来した。青森県，八戸市近郊の

蕪島で繁殖するウミネコが，戦前当時の八戸市，下長苗代村，上長苗代村，館村，大館村の水田

地帯(現在では全て住宅地となってしまっている)には多く飛来し，時には千羽近くに達するこ

とがあった(小松.1935)。小松が同定した水田で捕食したと考えられる昆虫類は，ミズアプ科

(8位叫iomyidae)幼虫，ガムシ属 (Hydr，側s spp.)幼虫.D仰側S幼虫，ヒラタドロムシ属 (Pse-

phenω) 幼虫，ミミズ (Pe.巾加eωωmmun'/，Ss~mα). ノ、ェ類幼虫等であったが，カエルの幼生オタ

マジャクシも見出された。八戸市類家の水田では，田植え後二日の間に約三分の二の稲が際摘さ

れたのが観察された(小松.1935)。

戦後しばらく経った昭和34年5月，青森県蕪島対岸の下長地区や類家地区の水田にウミネコの

大群が飛来し，田植え直後の稲を踏みつげたため，根が浮き上がり活着しない状態となり，ウミ

ネコの銃器による駆除が開始され社会問題化した(うみねこ飛来水田実態調査協議会.1963)。こ

のときの蕪島におけるウミネコ幼鳥の吐潟物中に見出された餌生物組成を調査したところ，水田

内で捕食した生物種はミズアブ科幼虫が40.8%.ニカメイガ幼虫が9.3%. ドジョウが1.1%.ゴ

ミムシが1.1%.クモ類が1.1%.その他種不明昆虫類が2.2%であったのみねこ飛来水田実態調
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査協議会.1963)。この当時も水田に投与する肥料には魚粕を使用していた。一方，オオセグロカ

モメによる水田での早苗に対する被害報告はこれまで知られていなしh

島牧村の農家の人たちの言によると，水田に水が張られ田植え以前にオタマジャクシが多数出

現しでも，オオセグロカモメはそれらのオタマジャクシを全く捕食しない。水田でオタマジャク

シを活発に捕食する時期は田植え終了後の 10日間程であり，この間早苗へのオオセグロカモメに

よる被害が最も多い。オオセグロカモメの水田への飛来行動は，田植えを終了した水田の上空を

連日 30羽程の群で大きく旋回し，オタマジャクシの群が見つかると一斉に水田に舞い降り，追い

駆け回して捕食する。そのため早苗は根が抜けたり.:?fが折れたり，土中に埋まるために，何度

も植え直す必要が生じている。オオセグロカモメを水田で駆除した 6月16日から 6月25日は，丁

度繁殖中のオオセグロカモメの卵が醇化する時期と合致している。恐らく生まれたばかりの雛に

対する給餌圧が高まる中で，雛に対する初期餌料としてオタマジャクシが利用されているのかも

しれない。水田に飛来したオオセグロカモメの鮮化直後の雛への餌生物についての知見は無いが，

今後調査する必要がある。

Crump品ndVa廿乱 (1991)は.Plmιmゐmaborelliのオタマジャクシをサイズと密度を違えて二

つの容器に入れて並べ，野生のキパラオオタイランチョウ (Pi，ωn伊必ssulphur，ω:us)がどのように

捕食するか調査した。その結果，大型で密度の高い容器のオタマジャクシを捕食した。彼等は小

型のオタマジャクシは例え密度が高くても捕食するには小さすぎるため他の餌生物へと選択カが

働くのではないかと推定した。このことから，島牧村でのオオセグロカモメによるオタマジャク

シ捕食の開始は，オタマジャクシのサイズと密度が関与している可能性がある。

今回駆除したオオセグロカモメ全ての胃中からはオタマジャクシが出現していないし，またオ

タマジャクシの捕食匹数が少ない。この理由は，事前にオオセグロカモメの水田への飛来経路，お

よび水田よりの飛去経路を確認し，水田内でオタマジャクシを飽食して飛去する個体だけを駆除

したわけではなく，水田に飛来したオオセグロカモメを手当たり次第駆除したことによるのであ

ろう。水田での食性を調査するならば，水田で摂餌を終了し飛去する個体だけの駆除が望まれる。

また，オオセグロカモメの胃中から出現したオタマジャクシの個体数が少ないもう一つの理由

は，捕獲後に凍結して持ち帰ったため，保存期間中に硬質組織を持たないオタマジャクシは消化

が進みかなり多くの個体がぺースト状になり計数不可能になったと考えられた。なお，島牧村で

捕獲したオオセグロカモメの胃中からほとんど見虫類が見出されなかった理由は，肥料として魚

粕を使用した堆肥ではなく化学肥料を使用したためと考えられた。

北海道，島牧村でのオオセグロカモメによる水田でのオタマジャクシの捕食は.1993年7月12

日に奥尻島に大惨事をもたらした北海道南西沖地震以後の 1994年に始まり，以後毎年増加する傾

向にあり 1998年の被害額は約240万円に達した。現在の島牧村におけるオオセグロカモメによる

水田被害は千走(ちはせ)地区だけに限定されている。島牧村ではオオセグロカモメの水田への

飛来防止のため，これまでに案山子の設置，人工香料入りの風船の設置，ロープ張等の試みを行っ

てきたが，全て効果は無く，やむを得ず銃器による駆除に踏み切った。

地震以前にはオオセグロカモメによるオタマジャクシの捕食例が，島牧村では観察されていな

かったことは，地震による索餌環境の悪化ばかりではなく，ゴミ収集の完全化の影響も考えられ

る。しかしながら，地震による沿岸域の荒廃により偶然オオセグロカモメがオタマジャクシを捕

食するに至ったとはいえ，今回の駆除個体の中に幼鳥や亜成鳥も含まれていたことは，オタマジャ

クシを摂食する食性が確実に他個体に伝播している。とのような食性の伝播は，個体ごとの独立

した学習や，他個体の影響を受けた学習が重要と言われ，長谷川 (1983)が学習心理学的側面から

食物選択における学習効果を総括した。島牧村では一度オオセグロカモメが水田におけるオタマ

ジャクシの集団を捕食することを学習したこと，そして幼鳥や亜成鳥が含まれていたこと等から，
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A list of birdsもhathave been repor七edto pr句ron tadpoles. Table3. 
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小城:オオセグロカモメの水田におけるオタマジャクシ捕食

今後オオセグロカモメの集団内にとの方法は伝播し，年々水田へ飛来するオオセグロカモメの個

体数は増加するであろう。

オタマジャクシ以外のオオセグロカモメの捕食生物としては魚類の骨格が見出されたものの種

の査定までには至らなかったが，少数のカジカ科，フサカサゴ科，アイナメ科に属すと考えられ

る骨格断片が出現した。また耳石はカレイ類と考えられたが種査定はできなかった。これらの魚

類はオオセグロカモメが沿岸海域で積極的に追尾して捕らえたのではなく，漁港での底刺し網に

羅網した漁獲物を網からはずす過程で漁業者が投棄するため仕分けたものを捕食した可能性が高

い。イカ類の口器は消化が進行していたため種査定はできなかったが，サイズから見ればスルメ

イカまたはヤリイカの可能性が考えられた。

取り込んでいたプラスチック類は化学繊維の細片が多かったが，利尻島で採集された同属種で

あるウミネコ 232羽の胃内容物調査では 69羽 (29.7%)の胃中よりプラスチック類が見出され，

その殆どすべてはオオセグロカモメと同様な化学繊維の細片であり，レジンペレツトやプラス

チック製品の破片は極めて稀にしか取り込まれていなかった(小城，未発表データ)。これらのこ

とからオオセグロカモメやウミネコは，海洋の化学繊維汚染の指標生物として役立つことが考え

られた。

文献調査からオタマジャクシを捕食する鳥類リストを Table3に示した。殆どが淡水域や沿岸

域の水深の浅い場所で索餌する習性を持つ水禽類 (Waterfowl)で占められていたが，ノ、チクイ，

キパラオオタイランチョウ，カナダカケス等の陸鳥もオタマジャクシの捕食例がある点で注目さ

れた。サギ類やショウビン類でのカエル成体の捕食例は多々知られていることから，詳細な野外

調査例が増せば，今後オタマジャクシを捕食する鳥類種は増すであろう。なお，本研究ではオタ

マジャクシの発育段階 25~32 期が多くオオセグロカモメに捕食されていた可能性が高いが，水際

でオタマジャクシを捕食するへビ類 (Thamrwphisspp.) では，変態期に当る 42~45 期が最も多

く捕食されていた(Arnold，1978)。この捕食傾向はカエル類の Bufo属でも Hyla属でも閉じで

あったことから，本研究でオオセグロカモメにより捕食されていた可能性のあるニホンアマガエ

ル，あるいはエゾアカガエルのオタマジャクシの発育段階は，へビ類によるよりも早期の水中生

活期に限定されていた。
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